
 

第2章  空間のベクトル（10）  

Ｃ  内積の利用  

ベクトルの内積を利用して、図形の性質を証明するには、次の2点がポイントになる。 

 

1. ＡＢ2＝|AB⃗⃗⃗⃗  ⃗|2＝AB⃗⃗⃗⃗  ⃗・AB⃗⃗⃗⃗  ⃗      大きさは 2 乗する  

2. 3 点Ｏ、Ａ、Ｂが異なるとき、ＯＡ⊥ＯＢ ⇔ OA⃗⃗⃗⃗  ⃗・OB⃗⃗⃗⃗  ⃗＝  垂直  

 

＜例21＞ 一辺の長さaの正四面体ＡＢＣＤにおいて、△ＢＣＤの重心をＧとおく。 

AB⃗⃗⃗⃗  ⃗＝b⃗ 、AC⃗⃗⃗⃗  ⃗＝c 、AD⃗⃗⃗⃗  ⃗＝d⃗  として、次の問いに答えよ。 

（1） b⃗ ・c 、b⃗ ・d⃗ 、c ・d⃗ を求めよ。 

b⃗ ・c ＝b⃗ ・𝑐 ＝a×ａ×cos60°＝
1

2
a2 

b⃗ ・d⃗ ＝b⃗ ・𝑑 ＝a×ａ×cos60°＝
1

2
a2 

c ・d⃗ ＝c ・𝑑 ＝a×ａ×cos60°＝
1

2
a2 

（2）ＡＢ⊥ＣＤを証明せよ。 

AB⃗⃗⃗⃗  ⃗・CD⃗⃗⃗⃗  ⃗＝0を示せばよい。 

AB⃗⃗⃗⃗  ⃗・CD⃗⃗⃗⃗  ⃗＝b⃗ ・(d⃗ －c )＝b⃗ ・d⃗ －b⃗ ・c ＝
1

2
a2－

1

2
a2＝0 従って、AB⊥CD 

（3）AG⃗⃗⃗⃗  ⃗をb⃗ 、c 、d⃗  とで表し、ＡＧ⊥ＢＣを証明せよ。 

Gは△BCDの重心より、AG⃗⃗⃗⃗  ⃗＝
b⃗⃗ +c⃗ +d⃗⃗ 

3
 

AG⃗⃗⃗⃗  ⃗・BC⃗⃗⃗⃗  ⃗＝(
b⃗⃗ +c⃗⃗ +d⃗⃗ 

3
)・（c －b⃗ ）＝

1

3
(b⃗⃗ ・�⃗� − b⃗⃗ ・b⃗⃗ ＋c⃗ ・�⃗� − b⃗⃗ ・�⃗� ＋d⃗⃗ ・�⃗� − b⃗⃗ ・�⃗⃗� ) 

＝
1

3
(−b⃗⃗ ・b⃗⃗ ＋c⃗ ・�⃗� ＋ d⃗⃗ ・c⃗ − b⃗⃗ ・d⃗⃗ ) 

＝
1

3
(−𝑎2＋𝑎2＋

1
2
𝑎2 −

1
2
𝑎2)＝0 

AG⃗⃗⃗⃗  ⃗・BC⃗⃗⃗⃗  ⃗＝0より、従って、AG⊥BC  

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ａ 



６座標空間における図形  

Ａ  2点間の距離と内分点・外分点の座標  

空間の2点Ａ（a1，a2，a3）、Ｂ（b1，b2，b3）のとき、 

AB⃗⃗⃗⃗  ⃗＝(𝑏1 − 𝑎1, 𝑏2 − 𝑎2, 𝑏3 − 𝑎3) 

であるから、2点Ａ，Ｂ間の距離ＡＢは 

ＡＢ＝√(𝑏1 − 𝑎1)
2 + (𝑏2 − 𝑎2)

2 + (𝑏3 − 𝑎3)
2 

とくに、ＯＡ＝√𝑎1
2 + 𝑎2

2 + 𝑎3
2 

＜例22＞ 2点Ａ(1,－4,7)，Ｂ(7,2,－5)、Ｃ（－2、3、4）のとき、次の線分の長さを求めよ 

(1) OＡ＝√12 + (−4)2 + 72 = √1 + 16 + 49 = √66 

 

（2）ＡＢ＝√36 + 36 + 144 = √216 = 6√6 

 

（3）ＢＣ＝√81 + 1 + 81 = √163 

 

 

線分ＡＢをｍ：ｎの比に内分する点をＰとすれば， 

OP⃗⃗⃗⃗  ⃗＝
𝑚�⃗� +𝑛�⃗� 

𝑚+𝑛
 

 

 

 

 

より，点Ｐ（ｘ、ｙ、ｚ）の座標は， 

 

  

 

 

※線分ＡＢをｍ：ｎの比に外分する点をＱとすれば， 

OQ⃗⃗⃗⃗  ⃗＝
𝑚�⃗� −𝑛�⃗� 

𝑚−𝑛
 

ｘ＝
𝑚𝑏1+𝑛𝑎1

𝑚+𝑛
   ｙ＝

𝑚𝑏2+𝑛𝑎2

𝑚+𝑛
  ｚ＝

𝑚𝑏3+𝑛𝑎3

𝑚+𝑛
 

 

Ａ 

Ｂ Ｐ 

Ｏ 

z 

O 

y 

x 

Ａ 

Ｂ 


